
と
、
当
館
に
は
県
内
外

「
私
の
先
祖
は
秋
田
藩
の
武
士
だ
と
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
…
」

か
ら
多
く
の
方
が
見
え
ら
れ
ま
す
。
ル
ー
ツ
探
し
が
静
か
な
ブ
ー
ム
の
昨
今

「
古

。

文
書
倶
楽
部
」
で
は
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
先
祖
調
べ
の
特
集
号
を
組
み
ま
す
。

第
１
講

〜
分
限
帳

〜

（
ぶ
げ
ん
ち
ょ
う
・
ぶ
ん
げ
ん
ち
ょ
う
）

あ
な
た
の
先
祖
が
秋
田
藩
の
武
士
か
ど
う
か
を
調
べ
る
一
番
の

早
道
は
、
分
限
帳
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
分
限
帳
は
江
戸
時
代

の
職
員
録
。
し
か
し
当
館
所
蔵
の
分
限
帳
は
上
の
表
に
あ
る
と
お

り
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
腰
を
据
え
て
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

表
の
中
で
○
印
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
閲
覧
室
に
複
製
史
料

。

。

が
あ
り
ま
す

複
製
史
料
は
十
円
で
複
写
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

お
奨
め
は
「
御
国
中
分
限
帳

（
Ａ
３
１
７
―
３
）
で
、
石
高

」

の
記
載
が
本
田
と
新
田
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
藩
主
か
ら

宛

ほ
ん
で
ん

し
ん
で
ん

あ
て
が

わ
れ
た
知
行
で
あ
る
本
田
と
、
自
分
の
才
覚
で
切
り
開
い
た
新
田

が
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
あ
る
か
を
調
べ
る
と
、
ル
ー
ツ
探
し
が

た
ち
ま
ち
歴
史
学
に
昇
華
し
ま
す
。

ま
た
「
大
館
給
人
分
限
帳

（
Ａ
Ｏ
３
１
７
―
９
）
は
、
大
館

」

城
下
に
暮
ら
す
藩
士
の
分
限
帳
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
士
の
知

行
地
が
ど
こ
の
村
に
あ
る
の
か
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
一
人
の
藩
士
の
知
行
地
は
複
数
の
村
に
あ
る
の
が
普
通
で
、

こ
こ
か
ら
「
秋
田
藩
の
村
は
モ
ザ
イ
ク
状
に
複
数
の
家
臣
の
知
行

地
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
特
色
が
見
え
て
き
ま
す
。

な
お
分
限
帳
に
は
、
家
臣
の
家
臣
で
あ
る
陪
臣
は
載
っ
て
お
り

ば
い
し
ん

。

、

。

ま
せ
ん

こ
の
陪
臣
の
調
べ
方
に
つ
い
て
は

後
日
紹
介
し
ま
す

（

）

畑
中
康
博

整理番号 資料名 和暦 西暦 複製

AO317-9 大館給人分限帳 寛延4 1751

AO317-10 大館給人御扶持分限帳 寛延4 1751

AO317-28 御家中分限御書出控 明治2 1869

AT317-226 引渡廻座分限扣

AT317-228 江戸定居分限役附帳

AT317-278 江戸定居分限帳

AH317-83 佐竹藩士分限帳 文久以降

AH317-96 京都江戸萱橋分限帳

AH317-97 佐竹藩士分限帳

AH317-260-1 分限并有高（久保田5000～70石） 明治元 1868

AH317-260-2 分限并有高（久保田70石以下） 明治元 1868

AH317-261-1
在々分限并有高
（院内・湯沢・横手・角館・角間川・刈和野）

明治元 1868

AH317-261-2
在々分限并有高
（檜山・大館・十二所・新家・寺院・江戸館入）

明治元 1868

A175-16 佐竹藩神社寺院領佐竹藩江戸御屋鋪分限帳 ○

A317-3 御国中分限帳 正徳4 1714 ○

A317-4 久保田御家中分限帳 ○

A317-5 秋田藩分限帳 慶応元 1865 ○

A317-88 分限帳 元文4年 元文4 1739 ○

A317-89 分限帳ほか ○

A317-137 久保田諸士并在之諸士分限 安政元 1854 ○

混25-106 久保田分限帳 文化13 1816 ○

吉成275 角館諸士分限覚 天保5 1834
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秋
田
県
公
文
書
館
に
は
、
県
内
で
は
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
稀
覯
本
が
あ
り
ま
す
。
貸
し
出
し
は

き

こ

う

で
き
ま
せ
ん
が
、
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

「
古
文
書
倶
楽
部
」
で
は
、
閉
架
書
庫
で
大
切
に
保
管

さ
れ
て
い
る
蔵
書
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

『
旧
相
馬
藩
家
老
熊
川
家
文
書
』
三
〜
十
五

（
相
馬
市
教
育
委
員
会
編
）

こ
れ
は
陸
奥
国
中
村
藩
相
馬
家
で
家
老
を
勤
め
た
熊

川
家
文
書
を
翻
刻
し
た
本
で
す
。

相
馬
家
と
佐
竹
家
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
、
と
り
わ

け
最
後
の
秋
田
藩
主
佐
竹
義
堯
が
相
馬
家
出
身
で
あ
る

こ
と
は
有
名
で
す
。
相
馬
家
か
ら
秋
田
新
田
藩
二
万
石

の
藩
主
に
な
っ
た
佐
竹
義
堯
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五

七
）
佐
竹
義
睦
の
死
去
に
伴
い
、
本
藩
の
藩
主
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
釜
と
し
て
秋
田
新
田
藩
の
藩
主
に
な

っ
た
の
が
中
村
藩
の
熊
川
長
顕
で
し
た
。

熊
川
長
顕
が
江
戸
に
去
っ
た
後
、
熊
川
家
の
当
主
に

な
っ
た
の
が
長
顕
の
叔
父
村
田
半
左
衛
門
で
、
熊
川
兵

庫
胤
隆
と
名
乗
り
中
村
藩
の
家
老
に
な
り
ま
す
。

『
熊
川
家
文
書
』
は
こ
の
熊
川
兵
庫
胤
隆
の
日
記
が

中
心
で
、
こ
れ
を
見
る
と
幕
末
秋
田
藩
の
政
争
に
大
き

く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

秋
田
藩
で
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七

、
こ
れ
ま
た

）

相
馬
家
出
身
で
秋
田
藩
内
で
最
高
の
格
式
を
誇
る
佐
竹

中
務
と
家
老
ら
が
激
突
す
る
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
破

れ
た
佐
竹
中
務
は
、
従
兄
弟
で
新
藩
主
と
な
っ
た
佐
竹

、

。

義
堯
や
相
馬
家
を
巻
き
込
み

勢
力
挽
回
を
謀
り
ま
す

『
熊
川
家
文
書
』
四
を
見
る
と
、
安
政
五
年
（
一
八

五
八
）
五
月
三
日
、
中
村
藩
家
老
の
熊
川
兵
庫
が
秋
田

藩
家
老
宇
都
宮
孟
綱
と
会
談
し
、
佐
竹
中
務
の
処
分
に

つ
い
て
会
談
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
『
熊
川
家
文
書
』
を
、
現
在
刊
行
中
の
『
宇
都

宮
孟
綱
日
記

、
そ
し
て
最
近
公
開
を
開
始
し
た
「
中

』

安
家
文
書
」
と
併
せ
て
見
る
こ
と
で
、
幕
末
秋
田
藩
の

動
き
を
よ
り
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
田
県
公
文
書
館
の
蔵
書
は
、
検
索
テ
ー
ブ
ル
の

『
行
政
刊
行
物
目
録
』
に
載
っ
て
お
り
ま
す
。

御
利
用
の
際
は
『
行
政
刊
行
物
目
録
』
で
検
索
の
上
、

カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

閲
覧
室
書
架
は
歴
史
の
謎
解
き
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

当
館
の
複
製
史
料
は
お
よ
そ
七
、
三
〇
〇
点
。
そ
の

大
部
分
は
閲
覧
室
の
書
架
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の

複
製
史
料
を
す
ぐ
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
全

国
広
し
と
い
え
ど
も

こ
の

当
館
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
量
の
複
製
史
料
は
、
秋
田
の
史
的
謎
解
き
の
手
が
か

り
と
な
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

、

、

例
え
ば

先
月
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
藩
主
の
別
荘

如
斯
亭
に
つ
い

じ
ょ
し
て

い

て
調
べ
よ
う
と

し

た

場

合

「

」

国

典

類

抄

こ
く
て
ん
る
い
し
ょ
う

と
「
御
亀
鑑
」

ご

き

か

ん

で
来
歴
の
一
部

を
、
そ
れ
以
前

の
こ
と
に
つ
い

て
は
人
見
蕉
雨

「

」

の

黒
甜
瑣
語

こ
く
て
ん
さ
ご

や
歴
代
藩
主
の

「
家
譜

、
そ
し

」

て
同
所
に
関
わ

っ
た
家
臣
に
つ

い
て
は
「
分
限

帳
」
を
、
廃
藩
置
県
後
の
同
亭
に
つ
い
て
は
「
伊
頭
園

い

ず

え

ん

茶
話
」
を
見
れ
ば
、
大
ま
か
に
そ
の
実
像
を
つ
か
む
こ

さ

わ

と
が
で
き
ま
す
。
更
に
東
山
文
庫
「
如
斯
亭
記
」
を
出

納
し
て
見
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
ほ
ぼ
Ｏ
Ｋ
と
い
う
段
取

り
ま
で
漕
ぎ
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
訳
で
、
秋
田
の
歴
史
の
謎
解
き
は
、
ま

ず
閲
覧
室
の
複
製
史
料
に
当
た
っ
て
見
る
こ
と
か
ら
始

め
る
こ
と
が
手
順
で
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
め
ぼ
し

い
史
料
に
見
当
を
つ
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
は
個
々
の

史
料
の
成
り
立
ち
や
性
格
の
理
解
が
必
要
で
す
。
視
野

狭
窄
に
陥
っ
た
と
き
は
、
遠
慮
な
く
当
館
職
員
の
レ
フ

心
強
い
味
方
に
な
る

ァ
レ
ン
ス
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（

）

こ
と
確
約
で
す
。

渡
部
紘
一

歴史の謎解きのショーケースがあなたを待っている

部屋をぐるり、この本棚すべてに複製史料…
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